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社長挨拶

２ ０ ２ ４ 年４ 月吉日

代表取締役社長

山本 義和

三好化成工業㈱は合成樹脂の生産を 通じ て、
人と 地球環境にやさ し い製品を 供給する こ と
によ り 社会に貢献し 、 自然環境と の調和及び
地域社会と の共生を大切にし 、 環境管理活動
を 推進する こ と を 経営の最重要課題の一つと
し て挙げていま す。 当社は、塗料用の合成樹脂を

生産しており現在は製造量の約半数が環境対応型の

水性塗料用樹脂です。

２ ０ ０ １ 年にＩ Ｓ Ｏ １ ４ ０ ０ １ の認証を取得し 、 環境マネジメ ント シス テムを 構築し 、

地球環境保全活動に全社一丸と なっ て取り 組んでいま す。

具体的には、 廃熱を 利用し たボイ ラ ーの設置や合成樹脂反応時の加熱方法の最適化等に

よ り CO2排出削減、 無駄なエネルギー使用の削減に努めていま す。

ま た、 産業廃棄物の排出削減にも 鋭意に取り 組み、 こ れら 環境負荷低減に対する 取組み

の意義を 一人ひと り が認識し 、 実効の上がる 活動を進めていく と 共に、 従業員のための

安全で快適な職場作り を 進めていま す。

ま た、 騒音問題や臭気問題等への対策にも 積極的に取り 組み、 地域社会へ配慮し た、 環

境へやさ し い企業と なる べく 、 引き 続き 活動を 進めてま いり ま す。

本書をご高覧いただき 、 三好化成工業㈱の環境及び社会に対する 貢献活動について
ご理解を いただければ幸甚です。
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会社概要 ２０２３年３月３１日現在

沿革

受賞

従業員数の推移

売上高の推移（千万円）生産数量の推移

昭和４ ３ 年　 ２ 月 設立
昭和４ ３ 年１ ０ 月 樹脂反応槽２ 基： アルキド 樹脂生産開始
昭和４ ５ 年　 ５ 月 樹脂反応槽１ 基増設
昭和４ ９ 年１ １ 月 樹脂反応槽１ 基増設
昭和５ ３ 年　 １ 月 メ ラ ミ ン樹脂生産開始
昭和６ １ 年　 ４ 月 アク リ ル樹脂製造設備増設
平成　 ２ 年　 ９ 月 カチオン樹脂製造設備増設
平成１ ７ 年　 １ 月 水性アク リ ルエマルショ ン製造設備増設
平成３ ０ 年　 ２ 月 創立５ ０ 周年

～平成　 ９ 年 省略
平成１ ０ 年　 ９ 月 Ｔ Ｐ Ｍ優秀賞第２ 類受賞
平成１ １ 年　 ９ 月 Ｉ Ｓ Ｏ９ ０ ０ ２ 認証取得
平成１ ３ 年　 ３ 月 Ｉ Ｓ Ｏ１ ４ ０ ０ １ 認証取得
平成１ ３ 年　 ６ 月 環境美化運動 ：  三好町（ 現みよ し 市） 表彰
平成１ ４ 年　 １ 月 危険物安全管理 優秀 ：  尾三消防本部表彰
平成１ ４ 年　 ６ 月 Ｉ Ｓ Ｏ９ ０ ０ １ 認証取得
平成１ ７ 年　 ２ 月 エネルギー管理優良工場 ：  中部経済産業局長賞表彰
平成２ ０ 年　 ６ 月 危険物安全管理工場 ：  消防庁長官表彰受賞
平成２ １ 年　 ２ 月 エネルギー管理優良工場 ：  資源エネルギー庁長官表彰
平成２ ２ 年　 ５ 月 無災害記録（ 区分１ ） 確認証 ：  日本化学工業協会授与

三好化成工業株式会社
所 在 地 愛知県みよ し 市莇生町郷浦１ 番地
設 立 １ ９ ６ ８ 年（ 昭和４ ３ 年） ２ 月１ 日
資 本 金 １ 億５ 千万円
従業員数 55名＋常駐役員3名
ホ ー ム
ペ ー ジ

 ht t p： //www. mi yoshi -kasei . co. j p/

 関西ペイ ン ト ㈱、 ハリ マ化成グ ループ㈱向けの塗料用合成樹脂
 （ 主に自動車用、 他に工業用・ 建築用・ 家庭用・ 自動車補修用など の塗料）

事業内容
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三好化成工業とは・・・

塗料用樹脂とは・・・

環境性能の高い製品づく り を通じ て、

地域と の共生、 社会への貢献を目指し ていま す。

美観を 維持し 、 防食・ 防錆機能を生む塗料は、 重要な産業素材のひと つです。

当社は、 塗料製造に欠かせない原料である 樹脂の専門メ ーカーと し て１ ９ ６ ８ 年に創業し ま

し た。

当社が製造する 各種塗料用樹脂は、 塗料業界ト ッ プ企業であり 高性能製品で塗料の新時代を

リ ード する 関西ペイ ント ㈱と 、 ｢松｣由来のパイ ンケミ カル分野で自然の恵みを暮ら し に活か

すハリ マ化成グループ㈱から 受け継いだ化学合成技術によ り 、 両社における 原料サプラ イ ヤー

と し てわが国の化学産業の一翼を担っ ていま す。

化学合成分野は無限の可能性を秘めていま すが、 周辺環境への負荷と の関わり も 大き く 、 メ

ーカーと し て細心の配慮が欠かせま せん。 当社は今後も 安全・ 安心を 確保し た環境性能に優

れた製品づく り に取り 組み、 地域と 社会に貢献でき る 企業を目指し て努力を重ねて参り ま す。

塗料

Paint

顔料
Pigment

樹脂

Resin

溶剤
Solvent

添加剤
Additive

高度に自動化さ れた工場で質の高い塗料用樹脂の生産に取り 組んでいま す。

私たちの身の回り には、 ｢保護｣・ ｢美粧｣・ ｢特別な機能の付与｣・ ｢環境への対応｣と いう 役割

を備えた、 自動車や工業製品、 家電製品、 建築用から 一般用ま で多種多様な塗料があふれて

いま す。 それら の原料と なる のが塗料用樹脂です。

当社では現代社会を支える 塗料用樹脂を、 自動化さ れた最新の工場で製造し ていま す。

一般的な塗料は、 顔料・ 樹脂・ 溶剤・ 添加剤の４ つの要素から 成り 立っていま す。
当社では、 独自の技術を生かし 樹脂を 製造し ていま す。

●アルキド 樹脂

●アク リ ル樹脂

●メ ラ ミ ン樹脂

●水性ベース コ ート 用
アク リ ルエマルショ ン樹脂

●カチオン電着エマルショ ン

当社で製造している塗料用樹脂の種類



－４ －

　 　 環境マネジメ ント シス テムの国際標準規格である Ｉ Ｓ Ｏ １ ４ ０ ０ １ の認証を２ ０ ０ １ 年
　 　 ３ 月に取得、 登録致し ま し た。 以降、 ３ 年に１ 度の更新審査と 、 更新審査以外の年には
　 　 維持審査を 受けていま す。
　 　 ２ ０ ２ ４ 年１ 月には、 維持審査を 受け認証の継続が認めら れま し た。

　 　 三好化成工業（ 株） は、 以下の環境方針を定め、 活動し ていま す。

環境マネジメント運用組織

地球環境保全に関する経営方針

環境方針 （ISO14001）

２０２４年度

環 境 方 針

１ ・ 私達の事業活動が環境問題と 深く 関係し ている 事をよ く 認識し 、 環境に
及ぼす影響を予測評価し て環境目的及び目標を定め、 環境マネジメ ント シス テムの
継続的改善を行い、 環境保護に全員参加で取組む。

２ ・ 環境に関する 法規制等の順守を徹底する 。

３ ・ 私達の持つ技術力を駆使し て、 経済的に可能な範囲で、 環境にやさ し い樹脂の
実用化、 省エネルギー活動、 廃棄物の削減・ 再資源化活動を推進し ま す。

４ ・ 環境方針を文書化し 、 すべての人々に環境方針を周知徹底し 、 環境に対する
認識を高め、 技術・ 技能の向上を図る 。

５ ・ 社外から の要求、 その他必要に応じ て、 環境情報を公開する 。

2 0 2 4 年4 月1 日



－５ －

　 　 ２ ０ １ ３ 年度に熱媒ボイ ラ ー用の廃熱回収ボイ ラ を設置、 ２ ０ １ ４ 年度に廃水焼却炉用の
　 　 廃熱回収ボイ ラ を 新設し ま し た。 ２ ０ １ ６ 年度には蒸気ボイ ラ ーを更新し ３ 台→２ 台と し
　 　 て超高効率で運用し ていま す。 更に２ ０ １ ７ 年度には熱媒ボイ ラ （ OB—2） を 更新し 日々
　 　 の省エネ活動の効果によ り 電気、 都市ガス における 二酸化炭素排出量は減少傾向と なり ま
　 　 し た。 又、 使用燃料を 灯油から 都市ガス １ ３ Ａ に変更。 今後、 変更し たこ と で得ら れる
　 　 省エネ効果によ り 燃料代削減及び二酸化炭素排出量の削減に期待でき ま す。

　 ●二酸化炭素排出量削減の推進
　 　 ２ ０ ２ ３ 年度の二酸化炭素排出量は、 ３ , ８ ８ ６ ト ンと なり 、 原単位は１ ２ １ . ３ kg-CO2/t on
　 　 で生産増の他、 省エネ改善の効果で減少し ていま す。

　 　
　   
　 　
　

　 ●省エネルギーの推進
　 　 ２ ０ ２ ３ 年度の電力使用量は４ , ４ ３ ８ 千kwh、 原単位は１ ３ ８ . １ kwh/t onでし た。 ま た、
　 　 エネルギー資源の使用状況（ 原油換算） は２ ２ ０ ５ KL原単位は７ ７ . ５ L/t onでし た。

　 　 省エネ活動は全社一丸と なっ て推進し ていま す。 昨年と 比較し て２ ０ ２ ３ 年度は生産量が
　   コ ロ ナ渦から の回復によ り 生産増によ る も のと ま た省エネ改善効果であり ま す。

地球温暖化防止

事業活動における環境負荷低減

ＣＯ２排出量の推移

電力使用量の推移 原油換算使用量の推移
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　 ●主な温室効果ガス の排出抑制活動、 省エネルギー活動の紹介

　 　 　 ■蒸気ボイ ラ 更新
→老朽化に伴い最新設備に更新し たこ と で、 都市ガス 消費量の低減を図っていま す

　 　 　 ■ヒ ート ポンプ導入

→７ ０ ℃温水槽の熱源を 、 蒸気・ 電気ヒ ータ ーから ヒ ート ポンプに置換し たこ と で、

　 電力消費量の低減を図っていま す

　 　 　 ■窒素発生装置に使用する コ ンプレ ッ サ更新

→老朽化に伴い最新設備に更新し たこ と で、 電力消費量の低減を図っていま す

　 　 　 ■製品製造ラ イ ンの洗浄工程の見直し

→洗浄内容を 見直し 、 電力消費量の低減を図っていま す

　 　 　 ■工場事務所の西側窓に遮熱塗装

→西日によ り 室温が40℃を超える 場所の窓に塗装する こ と で、 エアコ ン効率化を図
　 っていま す

　 　 　 ■事務所南側にグリ ーンカーテン設置

→事務所棟南側につる 性植物のゴーヤを 生育さ せ、 事務所の空調節電を図っていま す

＜目的＞ 第一工場三階計器室の室温低下と エアコ ン効率UP

＜設置場所＞ 第一工場西壁の三階・ 四階に噴射ノ ズル10個×2列

＜運転条件＞ 外気温30℃以上でポンプ間欠運転で散水

＜効果確認＞ （ 平成29年8月設置）

暑さ 対策： 第一工場西壁 散水設備 設置

体感的に冷えて

熱中症効果大
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　 　 上水・ 工業用水・ 地下水を、 必要に応じ て利用する こ と で、 効率的使用に努めていま す。

　
　 ●節水への取り 組み
　 　 2023年度はコ ロ ナ禍から の回復によ り 生産数量が増え原単位が少量は増加し ま し たが減少
　 　 し ていま す。 引き 続き 、 水資源使用量の削減に努めていき ま す。

　 ●水質汚濁防止への取り 組み
　 　 節水と と も に、 生活排水と し て流し ても よ い水と 、 廃水と し て処理すべき 水の区別を明確
　 　 にし ていま す。 ま た、 洗浄廃水の処理方法の改善及び水質汚濁物質の排出そのも のを抑制
　 　 する 取り 組みを実施し ていま す。

　

　 ※みよ し 市公害防止協定よ り

水資源・水質汚濁防止

水資源の主な用途

水使用量の推移

２０２３年度の水使用量内訳

配合水 メ ラ ミ ン 樹脂・ 水性塗料用樹脂製造用の原料

プロ セス 水 製造設備の洗浄水、 ボ イ ラ ー等の加熱用蒸気、 合成樹脂製造設備の冷却水等

生活水 飲料水、 洗面台、 食堂、 風呂、 ト イ レ 等

ＣＯＤ・ＢＯＤ・ＳＳ排出量の推移

対象項目 基準値( ※) 2019 2020 2021 2022 2023年度

  COD（ ppm） 40以下 1. 2 0. 9 1. 5 1. 5 1. 2
  BOD（ ppm） 40以下 2. 1 1. 6 3. 8 1. 1 0. 9
  SS （ ppm） 40以下 1. 7 2. 0 1. 0 2. 0 2. 0
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　 ●大気汚染防止への取り 組み
　 　 製品製造において熱媒ボイ ラ ーや水蒸気ボイ ラ ーの燃料と し て重油を使用し ていま し た。
　 　 こ れら の燃料を２ ０ ０ ８ 年度に都市ガス に変換し たこ と によ り 窒素酸化物( NOx) 、 硫黄酸
　 　 化物( SOx) 、 煤塵の大気排出を削減する 等、 地球に優し い環境を 目指し ていま す。

※愛知県公害防止条例・ みよ し 市公害防止協定よ り

　 ●イ エロ ーカード
　 　 化学物質の物流過程における 、 安全性確保と 万一の事故発生時の適切な対応を目的と し て
　 　 輸送業者に緊急連絡先や応急措置について簡潔にま と め、 輸送中に携帯し ても ら う イ エロ
　 　 ーカード （ 緊急連絡カード ） を採用し ていま す。

　 　 記載内容は、 品名、 該当法規、 危険有害性、 事故発生時の応急処置、 緊急通報、 緊急連絡
　 　 先、 災害拡大防止措置の方法を記載し ていま す。

大気汚染防止

Ｎｏｘ・Ｓｏｘ・２０２３年煤塵排出量

輸送安全

　　性　質 品名

① 車を安全な場所に移動する。（人ごみや人家を避け、出来るだけ交通の障害にならないような

場所に移動し、車止めをする。）

② 事故の発生を大声で告げ、下記事項を消防署及び警察署に通報し、人を風上に退避さ去る。

③ 付近の可燃物を遠ざける。

④ 保護具を着用し、漏れを止め、回収又は消火を行う。

  [ 緊急通報例 ]

１． いつ ○○時○○分頃     

２． どこで ○○市○○地区（国・県・市）道○○号線　  ○○付近で （目印になるもの確認）    

３． なにが 「廃　　油」が

４． どうした 飛散しています、　　飛散して火災になっています。     

５． ケガ人は ケガ人がいます（救急車をお願いします）    ケガ人はいません  

６． 私の名前は ○○運送会社　  ○○です    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

(0836)-83-3455

（０５６１）３２-２７９１

　夜間・休日 （0836）-83-3455

電　　　話  平日・昼間

事故発生時の応急措置

 休日・夜間
（０５６１）３２-２７９１

住　　　所 愛知県みよ し 市莇生町郷浦1番地 住　　　所 山口県山陽小野田市有帆70-17

電　　　話  平日・昼間

緊急通報
１１９ (消防署)　　１１０ （警察署）　　高速道路の非常電話

緊急連絡 （ 特に休日・夜間に確実に連絡が取れる部署の電話番号を記入する ）

荷主会社 三好化成工業株式会社 運送会社 三共運輸　株式会社

● ● ●●
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安全環境グル－プ 野口

携帯電話 090-6085-1134

①火気厳禁。エンジンの熱や火花は着火源となる。

②危険を伴わない場合は、漏洩部を塞ぐ。

③風下の人を退避させ、漏洩した場所の周辺への立ち入りを禁止する。

④付近への流出拡大防止の為に、周囲を土砂等で囲い、砂、ウエス等に
　吸着させて空容器に回収する。

⑤回収作業を行う時は、保護メガネ、保護手袋等を着用し、風上から行う。

①容器を安全な場所へ移す。

②容器が加熱されている場合は、容器及び周囲に散水して冷却する。

救急処置

①目に入った場合
　　　　多量の水で１５分以上洗い流し、医師の手当てを受ける。

②皮膚に付着した場合
　　　　多量の水で洗い流し、医師の手当てを受ける。

③衣服・靴にかかった場合
　　　　直ちに衣服・靴を脱がせて多量の水で十分に洗う。

④吸入した場合
　　　　直ちに新鮮な空気の場所に移し、安静。保温をし、医師の手当てを
　　　　 受ける。

周辺火災のとき

災 害 拡 大 防 止 措 置

漏洩したとき

品 名 廃油　　　（油性　第2石油類） 2/2
（例）

●蒸気ボイラー

●熱媒ボイラー

規制値 測定値 規制値 測定値 規制値 測定値

KXI-125SG 0.10 0.002未満 2.40 1未満 150 44

KXI-100VN 0.10 0.002未満 2.25 1未満 150 50

煤塵(ダスト) 硫黄酸化物 窒素酸化物

(g/Nm3) (Nm3/H) (v/vppm)

SB-2-1 0.10 0.002未満 1.11 1未満 150 22

SB-2-2 0.10 0.002未満 1.06 1未満 150 15



－９ －

　 ●産業廃棄物削減への取り 組み
　 　 産業廃棄物に関し て、 Reduse（ 発生の削減） 、 Reuse（ 再利用） 、 Recycl e（ 再資源化） の
　 　 ３ Ｒ 活動に加え、 Ret r i eve energy（ エネルギー回収） 、 Ref i ne（ 質向上） の５ Ｒ 活動を
　 　 推進し ていま す。
    
　 　 2023年度は廃棄物削減活動によ る 産業廃棄物が減少し 、 生産増の影響も あり 原単位も 減少
　 　 と なり ま し た。 継続し て産業廃棄物の削減に取り 組んでいき ま す。
　 　

　 ●社内処理への取り 組み
　 　 廃水焼却炉の設備を持ち、 樹脂製造工程で発生する 廃水を社内で焼却処理し ていま す。
　 　 ま た、 こ れま で特別管理産業廃棄物処分業の許可を得て、 関連会社の引火性廃油の処理
　 　 を 行っていま し たが、 ２ ０ １ ３ 年度末で終了し 、 処分業許可も 返上し ていま す。

産業廃棄物排出量の管理

社外委託産業廃棄物発生量の推移

社内焼却処理量の推移



－１ ０ －

　 　 右写真は、 自社敷地内に設置し ている 廃水焼却炉です。
       煙突から出ている白い煙（排出ガス）は、水蒸気です。
　 　 廃水焼却炉の安定かつ安全な運転を継続する ため、 日々　 　
    運転状況の確認と 、 メ ンテナンス を行っていま す。
　   ま た、 排出ガス 中の管理対象物質濃度についても 、
　 　 定期的な測定を行っていま す。

　   廃水焼却炉燃料を 灯油→都市ガス に変更し たこ と によ り 　 　
　   燃料費の削減（ 省エネ） ・ 二酸化炭素排出量の削減に　
　 　 効果があり ま す。
　 　 こ れら の維持管理によ り 、 ２ ０ ２ ２ 年度も 運転状況・ 排
　 　 出ガス 濃度と も に異常あり ま せんでし た。 　

　 　 ２ ０ ２ ３ 年度維持管理状況を、 廃棄物の処理及び清掃に
　   関する 法律に基づき 公開致し ま す。

写真：廃水焼却炉

・ 連続測定の月平均値を記載。

・ 硫黄酸化物・ 煤塵・ 窒素酸化物・ 塩化水素は、 ６ ヶ 月に１ 回測定し 、 記載。

・ ダイ オキシンは、 １ 年毎に１ 回測定し 記載。

　 　 ※大気汚染防止法・ 愛知県公害防止条例・ みよ し 市公害防止協定よ り

　 　 詳細情報を お知り になり たい方は、 安全環境グル－プ（ 0561-32-2791） ま でお問い合わせ
　 　 下さ い。

廃水焼却炉の維持管理

２０２３年度の廃水焼却炉 運転管理状況（月別）

廃水焼却炉のダイオキシン類測定結果の推移

２０２３年度の廃水焼却炉 煙突からの排出ガス測定結果

基準値( ※) ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月

― 147 173 168 164 130 161
800以上 825 825 825 825 825 825
200以下 75 74 75 74 75 74
100以下 52 51 47 49 55 41

焼却炉内部温度（ ℃）
月間処理量　 　 （ t on）

項目

一酸化炭素濃度（ ppm）
集塵機入口温度（ ℃）

基準値( ※) 1０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

― 158 152 139 147 138 154
800以上 825 825 825 830 836 830
200以下 73 73 73 73 71 72
100以下 39 45 33 43 29 59

月間処理量　 　 （ t on）
焼却炉内部温度（ ℃）

集塵機入口温度（ ℃）

項目

一酸化炭素濃度（ ppm）

基準値( ※)
5月11日

採取月日
11月1日

0. 7以下
250以下
80以下

窒素酸化物（ ppm）
煤塵　 　 　 （ g/Nm3 ） 0. 002未満

48
0. 8未満

0. 003
45

塩化水素　 （ mg/Nm3 ） 1

規制値( ※) 2019 2020 2021 2022 2023年度

0. 0047未満10( ng-TEQ/m3N) 以下 ND ND
ダイ オキ シ ン 類濃度

0. 00051
（ ng-TEQ/m3N）

0. 001未満



－１ １ －

　 　 樹脂の製造工程では、 様々な種類の引火性廃油と 水の混合廃水（ 廃液） が発生し ま す。
　 　 従来、 こ の廃液は全て廃水焼却炉で焼却し ていま し た。
　 　 し かし 、 多種多様な廃液を処分する こ と で、 焼却炉運転中に失火・ Ｃ Ｏ 値の上昇・ 煙突内
　 　 の汚れ増加など 、 運転が不安定と なる 頻度が増え、 日々の監視やメ ンテナンス 増加によ る
　 　 担当者の負担増加と なっていま し た。
　 　 そこ で、 焼却炉の安定し た運転を維持する ために全社で活動し た一例を 紹介し ま す。
　 　

　 　 抜出し に関わる 作業工数が増えま し たが、 発生し た廃液を限定し て分離する こ と で、 焼却
　 　 炉の運転がよ り 安定し たも のと なり ま し た。 ま た、 廃液ごと に分けて抜出すこ と で、 成分

 　 　 が明確と なり 、 リ サイ ク ル原料と し て安心し て引き 取って頂く こ と につながっていま す。

廃水焼却炉の安定運転に向けて

従来の流れ

新しい流れ



－１ ２ －

　 　 Ｐ Ｒ Ｔ Ｒ と は、 有害性のある 多種多様な化学物質が、 ど のよ う な発生源から 、 ど れく ら い
　 　 環境中に排出さ れたか、 ある いは廃棄物に含ま れてど れく ら い事業所の外に運び出さ れた
　 　 かと いう データ を 把握し 、 集計し 、 公表する 仕組みです。
　 　 同時に、 化学物質を取り 扱う 事業者の自主的な化学物質の管理の改善を 促進し 、 化学物質
　 　 によ る 環境の保全上の支障が生ずる こ と を未然に防止する と いう 目的につなげていま す。

ＰＲＴＲ対象物質の移動量と環境への排出量

２０２３年度 ＰＲＴＲ対象物質の取扱量および移動量、大気・水域排出量

ＰＲＴＲ対象物質の年間取扱量の推移 （対象：使用量の多い上位５物質）

1,627

1,382 1,344

1,130 1,133

1,375

1,070

669
825 829

1,186

917
826

700 702720 658

459
341 387

740
641 640

540 567

0

500

1,000

1,500

2,000

2019 2020 2021 2022 2023年度

無水フタル酸 キシレン類 エチルベンゼンt



－１ ３ －

　 　 危険物を取り 扱う 当社では、 万が一の事態に備えて、 日頃から 消防訓練やＫ Ｙ Ｔ （ 危険予
　 　 知訓練） や他社製造会社の事故事例など を題材にし た安全懇談会を行っ ており 、 従業員の
　 　 安全だけでなく 、 周辺住民の方々に安心し て生活し ていただける よ う に心掛けていま す。

　 ●事故災害の発生を 防止する 活動の展開

　 ●労働災害件数の推移
　 　 ２ ０ ２ ３ 年度は、 人的災害0件・ 物的災害2件であり ま し た。 安全パト ロ ールでの
　 　 指摘処置対応・ 危険予知訓練　 3現KY演練・ 工務Gでの安全ミ ーティ ング報告書
  　 を 運用し 全社で災害への意識を高め、 未然に防止する 活動を実施し ていま す。
　 　 　

　 ●職場安全行動ベルパト ロ ール
　 　 ２ ０ ０ ９ 年から 経営ト ッ プ自ら 巡回する ｢職場安全ベルパト ロ ール｣が開始さ れま し た。

　 　 製造現場で不安全と さ れる 突起物・ 故障物・ 不要物の早期発見や、 臭気・ 騒音・ 照度状態
　 　 の確認、 従業員の体調把握など 、 あら ゆる 視点から の職場環境の安全性の向上を 目的と し
　 　 ていま す。 巡回中発見し た不具合・ 安全性全般の指摘一つ一つに対し て担当部署が処置し
　   いま す。
　 　
    
　 　
　 　

　 ●全社防災訓練の実施
　 　 緊急事態（ 火災・ 流出・ 地震等） を 想定し た訓練を定期的に実施し ていま す。
　 　 内容も 見直し ながら 実際に災害が起き た際に確実に対応でき る よ う 準備をし ていき ま す。

環境保全への取り組み・地域社会との共生

■人的要因によ る 災害・ 事故防止活動 ■事故災害防止のための設備機器点検

１ ． 経営ト ッ プによ る 安全宣言
２ ． 経営ト ッ プ自ら 職場安全行動パト ロ ール
３ ． 職場安全懇談会によ る 全員の安全意識向上
４ ． 安全速報！ 他社事故事例紹介
５ ． ３ 現Ｋ Ｙ 演練によ る 危険予知活動

１ ． 安全総点検実施
２ ． 静電気対策・ 教育
３ ． アース の実施状況点検
４ ． 中央環境安全衛生診断

人的災害件数の推移 物的災害件数の推移

２０２３年度 安全パトロール 指摘事項 活動内容

安全活動 ～事故災害発生の未然防止に向けて～

安全パトロールは 1回／週実施。

指摘された項目は全社掲示し処置完了報告

を1カ月以内に提出するようにしています。指摘完了報告書

小さなミスを根気よく潰し、結果として大事故を
未然防止する最も重要な活動の一つと捉える。

活動目的



－１ ４ －

　 ●尾三消防起震車・ 煙体験開催
　 　 　 ２ ０ １ ９ 年に南海ト ラ フ 地震に備え起震車（ 震度７ ） ・ 煙体験を実施し ま し た。
　 　 　 地震防災対策の啓発、 訓練活動の一環と し て地震の揺れを 疑似体験し ても ら い
　 　 　 地震災害に対する 日頃の備えを 充実さ せる こ と を目的に起震車によ る 揺れ体験を
　 　 　 実施し ていま す。

　 　 　 　 　

  ●全社消防訓練実施
　 　 　 ２ ０ ２ ３ 年度： 緊急事態に備え全社防災訓練を実施。

　 　 　
　 ●普通救命講習の受講
　 　 　 万が一の時に備え、 従業員は全員普通救命講習を受講し ていま す。
　 　 　 ２ ０ １ ６ 年度以降は入社１ ～２ 年目の社員が、 本講習を尾三消防本部で受けま し た。
　 　 　 現在は従業員９ ４ ％受講し ていま す。 ２ ０ １ ９ 年度ま では継続的に受講し ていま し たが
　 　   直近はコ ロ ナ禍で講習が中止と なり ま し たが再開し て受講者増員し ており ま す。

起震車：震度７の揺れ体験
煙体験：前が見えない状況で脱出

人員確認 各職場の人員確認・被害状況確認後 ⇒ 流出・消火訓練 救護 （AED／搬送 ）

本部隊

本部隊

消火班

消火班 負傷者

搬送

救護班



－１ ５ －

　 ●第35回尾三消防消火競技会
　 　 　 ２ ０ ２ ３ 年度に第35回　 尾三消防消火競技会が開催さ れま し た。
　 　 　 三好化成工業は女子個人の部で２ 年連続優勝し ていま す。
　 　 　 毎年、 参加者の消火競技会に対する 熱意も 強く なり 日々の練習も 積極的に行っていま す。
　 　 　 又、 防火に対する 意識向上に繋がっていま す。

　 　 　 　 　

  ●2023年みよ し 市SDGsパート ナー登録

　 　 　

三好化成工業株式会社は工場周辺敷地内横断砂後川両岸の清掃, 除草, 照明のLED化
太陽光発電設備の機能維持、 I Tツ ール・ DXによ る 生産性向上を目指し 2030年ま でに
各目標・ タ ーゲッ ト 達成する よ う に取組みま す。

起震車：震度７の揺れ体験
煙体験：前が見えない状況で脱出



－１ ６ －

　 2023年度に生産品多様化のニーズに対応する ため新たに原料を保管する ための危険物倉庫を
　 建設し ま し た。 危険物種類　 第4類を 安全に保管し ま す。

　 2024年度4月にみよ し 消防署の完成検査合格後、 5月よ り 運用を開始し ていま す。

２０２３年度：危険物倉庫建設



－１ ７ －

　 ●ホルムアルデヒ ド の規制対策
　 　 生産活動に伴いホルムアルデヒ ド を使用し ており 、 こ れら を含むガス が大気に排出さ れ
　 　 ま す。 こ の物質と も に愛知県公害防止条例にて設備から の排出濃度に対し 規制値が設定
　 　 さ れていま す。 こ の規制値を遵守する ため、 年に２ 回、 外部業者によ る 濃度測定を行い
　 　 数値を確認する と 共に、 数値を下げる ために、 竹粉脱臭装置を設置し ま し た。

　 　 　 写真： ホルムアルデヒ ド 用竹粉脱臭装置

　 ●化学物質のリ ス ク アセス メ ント
　 　 ２ ０ １ ６ 年６ 月よ り 、 化学物質のリ ス ク アセス メ ント が義務化さ れま し た。
　 　 Ｓ Ｄ Ｓ （ 安全データ シート ） が改訂さ れた物質から 、 リ ス ク 評価表に基づき 評価を行い、
　 　 必要に応じ たリ ス ク アセス メ ント を順次行っ ていま す。

　 ●ス ト レ ス チェ ッ ク の実施、 メ ンタ ルヘルス ケア
　 　 ２ ０ １ ５ 年１ ２ 月よ り 、 ス ト レ ス チェ ッ ク の実施が義務化さ れ、 当社では全従業員を対象
　 　 行っていま す。
　 　 労働者が自分のス ト レ ス 状態を知る こ と で、 ス ト レ ス をためすぎないよ う に対処し たり 、
　 　 医師の面接を受けて助言を も ら っ たり 、 職場の改善につなげたり し て、 ｢う つ｣など の
　 　 メ ンタ ルヘルス 不調を未然に防止する ための仕組みと なり ま す。
　 　 産業医と 相談し ながら 、 こ の目的に沿える よ う に会社と し て対応し ていき ま す。

大気汚染防止法関連事項

労働安全衛生法の改正に伴う活動



－１ ８ －

　 ●環境教育 　 ●内部環境監査員教育
　 　 教育訓練計画に基づき 、 すべての従業員を 　 　 環境マネジメ ント シス テムには欠かせない
　 　 対象にし た環境教育を実施し ていま す。 　 　 内部環境監査員養成教育を計画的に実施し
　 　 環境目的・ 目標の周知、 自分の仕事によ っ 　 　 ていま す。 外部審査及び内部環境監査の実
　 　 て環境にど んな影響がある か自覚さ せる な 　 　 施によ り 、 各部署の継続的改善を進めてい
　 　 ど 、 啓蒙活動を実施し ていま す。 　 　 ま す。 2019年に7名の監査員増加。

　 ●環境に関する 公的資格
　 　 当社は、 環境保全活動に必要な公的資格の
　 　 取得を奨励し ていま す。
　 　 ま た法定管理者を 有資格者に委嘱し 、 適正
　 　 に管理し ていま す。

　 ●労働安全衛生活動
　 　 従業員の労働環境全般、 安全活動や健康管理ま で、 安全衛生に関する 全てのこ と について
　 　 安全衛生委員会で議論・ 決定し 、 その内容を 従業員へ報告・ 周知さ せていま す。

　 　 ■労働安全衛生法の改正への対応
　 　 　 法改正によ り 、 比較的使用頻度が高い化学物質が
　 　 　 新たに特定化学物質に指定さ れま し た。

　 　 　 こ れによ り 、 作業環境測定や作業記録の保管など
　 　 　 社内管理がよ り 厳し く なり 、 従来と 比べ作業工数
　 　 　 が増える 部分も あり ま し たが、 本改正内容を委員
　 　 　 会を通じ て社員全員に周知さ せ、 法で定めら れた
　 　 　 規程に則って進めていま す。

環境マネジメント活動

内部環境監査員数の推移

人数
6
1
53
1
1
5
3
1
38ボイ ラ 技士２ 級

電気主任技術者
廃棄物処理施設管理技術者

資格

特別管理産業廃棄物管理責任者
環境計量士
作業環境測定士
危険物取扱者
エネルギー管理士
公害防止管理者


